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.図3:スケールされた面積とカップリング係数
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研究会報告
4 おわりに
モンテカルロ･シミュレーションによって2次元ベシクルの曲率不安定性と､それ
た伴う形状転移を調べた｡次元の制約ということもあって､エチノサイトシスを得る
ことはできなかったが､.従来の解析では見出せなかったカップ形のベシクル(図2(b))
を見ることができた｡ところがこのカップ形は､B.Deutickeらの実験によって､陽イ
オン性両親媒性分子を赤血球に混入した際に､両甲形から球形に転移する､過渡状態
の形状として観察されている【4】｡
このように陽イオン性､陰イオン性そして非イオン性の両親媒性分子と膜との相互
作用が､式(1)-(3)における自由エネルギーのパラメーターとしてどの様に繰り込ま
れているかを調べることが､課題として残る｡ そのためにも､より分子論的立場から
の理論解析､及びシミュレーションが必要となってくるであろう｡
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